
�

は再生紙を使って作られています

�大島　　功さん（宮内）から

蝦夷紫つつじ１鉢

�三瓶　政美さん（外内）から

版画１点

�小山　　茂さん（草野）から

式典用テーブル掛10枚

�高橋タマ子さん（草野）から金 30,000円

�木幡　邦夫さん（草野）から金 50,000円

�齋藤　久元さん（福島市）から金100,000円

ありがとうございました。（４月24日現在）

http://www.vill.iitate.fukushima.jp

大いなる田舎 ・いいたて 大いなる田舎 ・いいたて 

「第16回スポーツ少年団対抗はやま湖駅伝競走全国大会」が、大倉のは
やま湖周回コースを舞台に行なわれ、村内外から18チームが参加し健脚を
競いました。
優勝は、男子の部がＭＡＸ男子Ａ（相馬市）、女子がワラガイＲＣサクラ

（相馬市）。村内チームでは、男子の部で飯樋アントラーズが４位、女子の
部で舘山ランニング女子Ａが４位に入賞しました。

今
年
９
月
の
立
村
50
周
年
に

向
け
て
、
現
在
記
念
要
覧
の
作

成
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
そ
の
中
の
歴
史
の
ペ
ー
ジ

に
掲
載
す
る
昔
の
写
真
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
▽
こ
れ
ま
で
に

何
枚
か
の
貴
重
な
写
真
を
届
け

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
茅
葺
屋

根
の
店
や
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
、

炭
焼
き
の
よ
う
す
、
の
ど
か
な

集
落
風
景
…
と
、
ま
さ
に
�
ま

で
い
�
な
暮
ら
し
が
感
じ
ら
れ

る
写
真
ば
か
り
。
▽
皆
さ
ん
の

ご
家
庭
に
も
、
そ
ん
な
昔
の
写

真
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

赤石澤武光さん
笑子さん

（大久保・外内）

赤石澤喜一郎さん
ミヨシさん

（大久保・外内）

野崎さよ子ちゃん（草野）
〔親：健さん・奈都子さん〕

大谷　君男さん（上飯樋）
後藤　依省さん（福島市）



左
の
表
は
、
村
内
の
年
間

出
生
数
と
死
亡
者
数
、
つ
ま

り
自
然
動
態
の
推
移
で
す
。

平
成
７
年
以
降
、
毎
年
の

よ
う
に
出
生
者
数
を
死
亡
者

数
が
上
回
っ
て
お
り
、
人
口

減
少
が
進
ん
で
い
ま
す
。

全
国
的
に
見
て
も
年
々
少

子
化
に
よ
る
人
口
減
少
が
進

ん
で
い
ま
す
が
、
本
村
の
よ

う
な
過
疎
地
域
に
お
け
る
人

口
減
少
は
、
労
働
力
不
足
や

年
金
・
医
療
福
祉
の
負
担
な

ど
、
将
来
に
わ
た
り
私
た
ち

の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。

出
生
数
が
少
な
い
原
因
は

何
で
し
ょ
う
か
。
晩
婚
化
や

未
婚
化
が
大
き
な
要
因
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
子
育
て

へ
の
不
安
感
や
子
育
て
と
仕

事
の
両
立
の
負
担
感
な
ど
も

影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

平
成
13
年
度
に
実
施
し
た

村
民
意
識
調
査
に
よ
る
と
、

出
生
数
の
少
な
い
理
由
と
し

て
多
か
っ
た
回
答
が
「
子
ど

も
の
教
育
に
お
金
が
か
か

る
」、「
経
済
的
に
余
裕
が
な

い
」、「
仕
事
を
し
な
が
ら
子

育
て
を
す
る
の
が
困
難
」
と
、

経
済
的
な
理
由
が
多
く
出
さ

れ
ま
し
た
。

村
で
は
、
こ
う
し
た
子
育

て
へ
の
不
安
や
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
少
子
化
対
策
を

18
年
度
重
点
施
策
の
一
つ
に

位
置
づ
け
、
子
育
て
支
援
を

今
ま
で
以
上
に
充
実
し
、
子

育
て
し
や
す
い
環
境
を
整
え

な
が
ら
、
村
の
次
世
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成

を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
村
の
子
育
て
支

援
策
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

大
き
な
取
り
組
み
は
、
今

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

「
ま
で
い
子
育
て
ク
ー
ポ
ン
交

付
事
業
」
で
す
。

全
国
で
も
珍
し
い
こ
の
事

業
は
村
独
自
の
ク
ー
ポ
ン
を

対
象
者
へ
交
付
す
る
こ
と

で
、
子
育
て
に
係
る
経
費
の

軽
減
と
、
村
内
で
の
経
済
循

環
を
図
り
ま
す
。（
18
年
度

の
ク
ー
ポ
ン
交
付
額
は
約
１

０
０
０
万
円
）

毎
年
６
月
１
日
現
在
で
村

内
に
住
所
を
有
し
、
生
計
を

同
じ
く
す
る
18
歳
未
満
の
子

ど
も
を
３
人
以
上
養
育
し
て

い
る
養
育
者
。
第
３
子
が
出

生
し
た
場
合
は
、
翌
年
度

（
４
月
１
日
生
ま
れ
の
場
合

は
当
該
年
度
）
か
ら
交
付
。

第
３
子
以
降
、
対
象
者
一

人
に
つ
き
年
５
万
円
。（
ク
ー

ポ
ン
は
額
面
１
０
０
０
円
×

50
枚
綴
）

○
村
内
幼
稚
園
の
保
育
料
や

諸
経
費
、
村
内
小
・
中
学

校
の
諸
会
費

○
村
内
診
療
所
で
の
医
療
費

等
○
特
定
事
業
者
と
し
て
登
録

し
た
商
店
等

○
や
ま
ゆ
り
保
育
所
お
よ
び

つ
く
し
ん
ぼ
ハ
ウ
ス
の
保

育
料
、
給
食
費

○
ほ
ん
の
森
で
の
図
書
購
入

○
村
主
催
事
業
等
で
の
参
加

者
負
担
金

交
付
の
日
か
ら
翌
年
２
月

末
日
ま
で
。

ク
ー
ポ
ン
の
交
付
を
受
け

る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

６
月
は
じ
め
か
ら
申
請
を
受

け
付
け
、
交
付
は
６
月
末
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

申
請
の
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
、
対
象
者
に
は
５
月
中

に
本
人
宛
て
ご
案
内
を
郵
送

す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
支
給
要
件
に
該
当

す
る
方
で
５
月
を
過
ぎ
て
も

案
内
が
届
か
な
い
場
合
は
、

お
手
数
で
す
が
役
場
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

保
健
福
祉
課
保
健
係

（
�
42-

１
６
１
９
）

昨
年
、
国
の
地
域
再
生
計

画
の
認
定
を
受
け
、
飯
樋
町

の
保
健
セ
ン
タ
ー
を
一
部
改

修
し
、
保
育
室
を
増
や
し
た

り
、
保
育
ス
ペ
ー
ス
を
拡
大

し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
受
け
入
れ

で
き
る
乳
幼
児
が
増
え
、
ま

た
、
保
育
室
等
の
拡
大
に
よ

り
、
ゆ
と
り
あ
る
保
育
環
境

と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
施
設
に
隣
接
す
る

草
野
小
の
空
き
教
室
１
部
屋

を
改
修
し
、
受
け
入
れ
で
き

る
人
数
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

妊
婦
健
診
は
、
県
内
市
町

村
統
一
で
、
前
・
後
期
１
回

ず
つ
、
県
内
の
医
療
機
関
で

無
料
受
診
で
き
る
よ
う
助
成

を
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
14

年
４
月
か
ら
は
、
村
単
独
で

加
え
て
３
回
分
（
上
限
３
５

０
０
円
／
１
回
）
の
助
成
を
、

さ
ら
に
今
年
度
か
ら
は
回
数

を
５
回
追
加
し
８
回
ま
で

（
上
限
同
じ
）
助
成
し
ま
す
。

こ
の
他
に
も
、
各
種
事
業

の
取
り
組
み
な
ど
の
中
で
、

親
が
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
環
境
を
整
え
て
い
く
な

ど
、
子
育
て
支
援
を
充
実
す

る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち

の
健
全
育
成
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

子
ど
も
は
村
の
宝
で
す
。

ご
家
庭
や
地
域
で
も
、
子

ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

を
願
い
、
一
緒
に
子
育
て
を

応
援
し
ま
し
ょ
う
。


